
会 場 ： ギ ャ ラ リ ー  イ ー ・ エ ム  西 麻 布

会 期 ： 2 0 1 6 年 1 2 月 2 0 日 （ 火 ） 〜 2 0 1 7 年  1 月 2 7 日 （ 金 ）

　 　 　 [ 冬期休館：2016 年 12 月 25 日（日）〜 2017 年 1 月 9 日（月）] 

時 間 ： 1 2 : 0 0 〜 1 8 : 0 0 （ 日 ・ 月 曜 日 休 館 ） 入 場 無 料

住 所 ： 東 京 都 港 区 西 麻 布 4 - 1 7 - 1 0

電 話 ： 0 3 - 3 4 0 7 - 5 0 7 5

作品内容

車の免許を取ったのは 18 歳のとき。当然、車での行動が多くなり始めた。

しかし昼間は学校や会社で車に乗る機会がなく、ドライブはどうしても夜にな

りがちになった。

夜のドライブは電車などと違い、時間の制約がなく私に自由な時間をくれた。

ヘッドライトの光だけが頼りの世界。そこに写り出された光景に魅力を感じる

ようになり写真を撮り始める。

ヘッドライトだけが作り出す光景は一瞬に現れ、人や、塀や、または道路の路

面は一瞬に消えていく。

その瞬間の自分だけにしか見られない光の中光景をそのまま留めておきたい衝

動に駆られた。

それができるのが写真の魅力であり醍醐味でもある。

車のヘッドライトが照らし出す一瞬の光景は闇夜からの贈り物でもある。

竹 内 英 介 写 真 展
「 H e a d l i g h t   1 9 7 0 〜 2 0 1 6 」


